
 
 
 

宇治都市計画地区計画の変更（宇治市決定） 

 
都市計画里尻地区地区計画を次のように変更する。 

名 称 里尻地区地区計画 

位 置 宇治市宇治里尻の一部 

面 積 約 ４．４ha 

区

域

の

整

備

・

開

発

及

び

保

全

に

関

す

る

方

針 

 

 

地区計画の目標 

 

本地区は、ＪＲ宇治駅の北側に位置している。 

工場の未利用地等の利用に関し、必要な公共施設の整備を行

い、駅周辺である立地特性を活かして、周辺の工業地との共存

に配慮しながら、高齢社会に対応した地域医療福祉の推進と地

域交流に積極的に貢献しうる施設等の充実を図るとともに、良

好な都市景観形成を図る。 

 

 

土地利用の方針 

 

 用途の混在を防止し、福祉・交流・医療等の都市生活を支え

るサービス機能の充実を図る。 

  

 

地区施設の整備の

方針 

 

 

１ 地区内への自動車交通を円滑に処理するとともに、歩行者

の安全を確保するため、区画道路を適切に配置する。 

２ 良好な都市空間を形成するため、公園を配置する。 

 

 

建築物等の整備の

方針 

 

 

１ 建築物の用途の制限により、福祉系施設及び地域交流を図

るための施設等を誘導する。 

２ 建築物の高さの最高限度等を定めることにより、都市景観

形成に配慮する。 

３ 壁面の位置の制限により、道路に面した有効な空地を確保

し、良好な環境の街区形成と快適で安全な歩行スペースを確

保する。 

  

 

土地利用に関する基本

方針 

 

 
 高齢社会に対応した老人ホーム等の福祉施設や診療所、病院等

の医療施設及びそれらに関連する施設等の立地を図る。 

再開発等促進区 約 ４．４ha 
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地区施設の配置及

び規模 

区画道路 ： 幅員 ９ｍ、延長約５５０ｍ 

幅員 ７ｍ、延長約１００ｍ 

公  園 ： 面積 約５００㎡ 

地区整備計画の区

域の面積  
約 ３．０ha 

建 

 

築 

 

物 

 

等 

 

に 

 

関 

 

す 

 

る 

 

事 

 

項 

 

建築物の用

途の制限 

次に掲げる建築物は、建築してはならない。 

１ 専用住宅 

２ 兼用住宅 

３ 共同住宅・寄宿舎（医療・福祉関係職員の居住に供するもの

を除く。） 

４ 店舗（床面積が５００㎡以下のものを除く。） 

５ ボーリング場、スケート場、ゴルフ練習場、バッティング練

習場 

６ カラオケボックスその他これに類するもの 

７ マージャン屋、ぱちんこ屋、射的場、勝馬投票券発売所、場

外車券売場その他これらに類するもの 

８ 自動車教習所 

９ 工場（医療給食施設を除く。） 

10 倉庫業を営む倉庫 

11 畜舎 

12 危険物の貯蔵又は処理施設（敷地内の建築物の供給処理に伴

うガス・石油類の貯蔵施設を除く。） 

壁面の位置

の制限 

 建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から道路境界線までの

距離は２ｍ以上とする。 

建築物の高

さの最高限

度 

建築物の高さは、その最高限度を２０ｍとし、かつ建築物の各

部分の高さを当該各部分から前面道路の反対側の境界線又は隣

地境界線までの真北方向の水平距離に１．２５を乗じて得たもの

に１０ｍを加えたもの以下とする。 

建築物の形

態又は意匠

の制限 

建築物等については、景観に充分配慮した形態及び意匠とす

る。色彩については、落ち着いた低彩度のものとする。 

かき又はさ

くの構造の

制限 

 かき又はさくを設ける場合は、生垣又は透視可能なフェンス等

とする。なお、区画道路に沿って設置する場合、道路端から１．

５ｍ後退させる。 

備 考 

「区域、再開発等促進区の区域、地区整備計画の区域は、計画図表示のとおり」 

（理由） 

  ＪＲ奈良線の高速化・複線化第二期事業に伴い、一般府道向島宇治線の立体交差化の道路改良

事業が計画されており、当該道路計画と整合を図るために本地区計画の区域を変更しようとする

ものである。また、当該道路計画により、一体的な土地利用が困難となる小規模な区域が生じる

ため、併せて本地区計画の区域から除外しようとするものである。 
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